
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

負担金検証調書【平成２８年度交付分】

木曽川夢空間事業連絡会負担金 市の担当部課 観光交流課 問い合わせ先 0568-44-0342

500,000 円予算額 500,000 円 当初交付額 500,000 円

無 代表者 中村　浩三

決算額 500,000 円 前年度決算額

犬山市

構成団体 犬山市、各務原市、可児市、美濃加茂市、坂祝町

設置の根拠 木曽川夢空間事業連絡会規約

意思決定の方法 重要案件については木曽川夢空間連絡会にて決定する。

名称 木曽川夢空間事業連絡会 （法人格の有無）

所在 愛知県　犬山市観光交流課内 代表者 犬山市観光交流課長

事業資金の管理責任者 犬山市観光交流課長 事業資金の管理者 犬山市観光交流課職員

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

一部準拠
完全準拠でない
場合の内容等

・旅費支給費は実費分精算　・イベント出展にかかる費用は最低必要分を支出（レンタル
備品等）

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

証拠書類
の有無

有

事業資金等の保管方法 金融機関への預け入れ（預金通帳と印鑑は管理責任者が保管）による。

事業内容
（事業の全体像）

会員相互の情報交換に関すること。日本ライン地域の紹介宣伝に関すること。目的を同じくする他団体との連絡提携及び事業共催などに関すること。その他目的を達成するた
めに必要なこと。

（犬山市の役割） 事務局運営、観光客誘致

広域観光PR、スタンプラリーリーフレット・ポスター作成、ホームページ管理委託、名古屋圏宣伝キャラバン、広報活動等

宣伝による観光客の増加

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法



４　負担金の交付先における収支等について

犬山市負担金額（当初支出額） 500,000 円 精算の有無 無 精算（返還）額 0 円 精算後の負担金の額 500,000 円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 3,094,515 円 支出額 1,954,089 円 余剰額 1,140,426 円

構成員の負担割合（根拠） ４市各500,000円、坂祝町250,000円

余剰額が発生した場合の取扱い 木曽川夢空間事業連絡会にて決定する。 繰越額 1,140,426 円

交付先における収入の状況（精算前の額） 構成員の負担額2,250,000円、雑収入12円、前年度繰越金844,503円

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

会議費 会議費 10,000 円 0 円 未執行

事務費 振込手数料等 10,000 円 振込手数料等 2,916 円 三菱東京UFJ 銀行

スタンプラリー事
業経費

景品代、景品郵送代 160,000 円 景品代、景品郵送代 171,389 円
日本郵政株式会社、サイトウハ
ム外6者

宣伝資材作成
費

流域観光圏リーフレット、
B3ポスター 1,680,000 円

流域観光圏リーフレット、
ポスター、専用スタンプ 1,388,880 円

指名競争入札　大和企画株式会
社
随意契約　有限会社マルヒロ

飛騨高山観光大学実行委員会
事務局

ホームページ管
理委託費

ホームページ管理委託 230,000 円 ホームページ管理委託 230,000

89,360

円 一般社団法人　犬山市観光協会

研修費 先進地視察等 100,000 円 飛騨高山観光大学参加費 71,544 円

公益社団法人犬山シルバー人材
センター　外

予備費 5,503 円 0 円 未執行

宣伝事業経費

3,095,503 円 1,954,089

円
キャラバン（4回程度）、広
報活動 900,000 円 キャラバン（5回）

円

積算がない場合
の特記事項

交付先における
支出の状況

項目

合計


